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公益財団法人地球環境戦略研究機関（IGES）について

IGESのミッション

「チェンジ・エージェント」として、研究成果を社会の変革に活用
することを使命とし、アジア太平洋地域における持続可能な開
発の実現を目指しています。

IGESの研究活動

気候変動、持続可能な消費と生産、生物多様性、持続可能な
都市、サステイナビリティ・ガバナンスなどのテーマに焦点をあ
てた提言の実施と定量分析や実践的研究など、多様な手法を
用いた研究を行っています。研究の重点をアジアに置き、国、
国際機関、地方自治体、企業など多様なステークホルダーと協
働しインパクトの形成を図っています。

IGESについて
1998年、日本政府及び
神奈川県の支援により設立。
本部は神奈川県葉山町、
研究センター・事務所が
関西（兵庫県）、北九州、東京、
バンコク、北京に所在。 

 気候変動とエネルギー領域
 持続可能な消費と生産領域
 生物多様性と森林領域
 適応と水環境領域

主な研究領域
 サステナビリティ統合センター
 都市タスクフォース
 ファイナンスタスクフォース
 ビジネスタスクフォース



IGES北九州アーバンセンターについて
IGES北九州事務所（1999年設立）
脱炭素社会、循環経済、SDGsの地域化など、地球規模の環境問題に対する
地域の取組を強化することを目指し、自治体や国、民間企業、市民団体、国
際機関などと連携した研究および活動を進めています。
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北九州推進コンソーシアムの一員としての活動



北九州GXエクゼクティブビジネススクールの概要
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 主催: IGES

 共催: 北九州市, 北九州高専, FAIS

 目的: マインドセット（腹落ち）; 道筋をつける; ネットワーキング

 期間: 全６回, 毎週金曜日, 9:00-17:00
(FY2023: 2024年1月19日～3月1日)

 対象: 北九州市内中堅中小企業の経営者、経営幹部層
(参加人数: 15社から27名、内2名が経営者)

 講師陣: 
 学術機関: IGES; 北九大; 九工大; 
 民間企業: エネルギーマネジメント協会; エンジニアリング

協会; IAF; トヨタ自動車九州; デンソー九州; 日本IBM; 
野村総研; ビジネスエンジニアリング; 富士通; 
ウイングアーク1st; メンバーズ; 

 金融機関: 三井住友信託銀行; 
 行政機関: 北九州市; 九経局; 九州地方環境事務所
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スクールの構成（2023年度）

第１回
GXを捉え、外部対応
への準備を整える

第２回
省エネ・再エネの
促進（スコープ１,２）

第３回
サプライチェーンを通
した脱炭素化 （ス
コープ３）

第４回
DXでGXを実現

第５回
GXを実現するための
ビジネスモデル・手段

第６回
GX実現のための
アクションプラン

1-1 GXとは何か(IGES)

1-2 脱炭素経営概論(IGES)

1-3 欧州におけるGXと 事業
機会(野村総研)

2-1省エネによるエネルギー
コストの削減(ENEA)

2-2 再エネ施策(九工大)

3-1サプライチェーン全体を
通した脱炭素の動(トヨタ九
州) 

3-2 製造工場の省エネ施策
(デンソー九州)

3-3サステナビリティ情報開
示と脱炭素経営(IGES)

3-4 スコープ３におけるサプ
ライチェーン連携(富士通)

4-1 デジツイン(日本IBM)

4-2 製造DXと脱炭素(エンジ
協会)

4-2統合基幹業務システム
（ERP) (ビジネスエンジ)

4-4 炭素排出量の見える化
（IAF）

5-1循環経済ビジネスモデル
(北九大)

5-2 サステナブルファイナン
スの動向(三井住友信託銀
行)

5-3 行政による支援メニュー
(九経局・九州地方環境事務
所)

5-4 市の関連制度(北九州市
環境局・産業経済局)

講義

ワーク

WS5-1

循環経済型ビジネス  
モデル構築の演習

(メンバーズ)

WS5-2

アクションプランの作成

脱炭素経営に向けた自社排出量の算定と

削減目標の設定
脱炭素社会への移行で自社が受ける影響

脱炭素経営に向けた
アクションプラン

WS1

シナリオ分析

(IGES)

WS4

自社のSBT目標達成に
向けた対策

(IGES)

WS2-2

シナリオ分析
(IGES)

WS3-1

GHG排出量算定
（スコープ１, ２）

(ウイングアーク1st)

スコープ3の概要
(IGES)

WS2-1

簡易版の省エネ診断の
エクササイズ

(ENEA)

・アクションプラン発表

・スクールの振り返り

(修了後)
【APの実施支援】
・ワンストップ相談窓口、
・専門家派遣による伴走支援

アウト
プット

講義と
ワークの
組合せ

AP（なぜ、

何を、いつ
までに）

多様な
観点と
関連性

自社の脱炭素経営について自らの言葉で語れるようになる



スクールの様子
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出所：北九州GX推進コンソーシアムHP
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スクールの評価

• 今後の脱炭素の方向性を考えるうえで、大変参考になった。

• 自社の立ち位置と自身の仕事を見直す機会になった。

• 求めていた気づきが得られて大変有意義だった。

• 講義内容・頻度に関して大変満足する内容であり、スクール受講前後の

自分自身の勉強と意欲向上につながった。

• 座学と演習を組み合わせることで理解が深まった。

• 大変貴重な学びの機会を頂いた。

• IGESの説明が分かりやすかった。（資料や説明の質が高い）

• 修了後のフォローアップメニューが興味深い。（企業訪問、進捗の確認、

伴走支援など）

15社から27名が参加

参加者属性(業種)
(n=27)

満足度 (n=17)

本年度の開催は、10～11月を予定しております。



1.5℃ライフスタイル・ワークショップ
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目 的
● 地球温暖化の原因である温室効果ガスの排出を減らしながら、
     生活も豊かになる「1.5℃ライフスタイル」を、体験を通して考える

対 象
● 会場で参加できる学生（中高、専門、大学、大学院生）

  ※会場：北九州市立ユースステーション（JR黒崎駅すぐそば）

特 徴

● 身近な「食」をテーマに、多彩なアプローチを採用
       →座学・グループディスカッション・調理実習・視察・家庭実験の組み合わせ

       →地元企業や団体と連携し、地域に根差した情報を提供

 ● 日本語・英語のバイリンガルで開催
       →留学生も参加するため、希望者は英語でのディスカッションも可能



ワークショップは３つのステップで構成
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STEP 1 STEP 2 STEP 3

• 地球温暖化について
学び・考え・共有する

• 調理実習
（フードロス削減対策の実践）

• 調理実習
（フードロス削減対策の実践）

• 家庭実験
（1.5℃ライフスタイルを各自が
体験する）

• スタディツアー
（食に関する企業の取り組み・
課題を学ぶ）

• 1.5℃ライフスタイルを実
現する社会を考える

IGESの知見を活用
（1.5℃ライフスタイルのオプション・カタログ）
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ワークショップの写真



12

今年７月から第４回目のワークショップを開催

近々、IGESウェブサイトで告知予定です。
（https://www.iges.or.jp/jp/events）

大学生、大学院生も対象です。
奮って参加してください。

https://www.iges.or.jp/jp/events
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ご清聴ありがとうございました。
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